









This report covers a semester long English writing group project which was 
undertaken in a university for undergraduate freshmen in engineering from 2002-2007. 
The project was an integration of paragraph writing and letter writing in English. It 
had four purposes for learners: to acquire communication skills in English, to acquire 
letter writing skills in English, to increase confidence in their English skills by mailing 
letters to obtain information from foreign educational institutions, and to broaden 
their horizons toward the world and understand the connection to their daily life. In 
this report, the details of the project process are described. Then, the pedagogical 





















 2. 授業の概要と実践者の問題意識 
実践報告の対象となるのは工学部１年生配当の英語ライティングの必修授業である。1 クラスの












































































































プロジェクトの 8 つのステップを追いながらプロジェクトの展開を実践に即して説明する。 
【1. 英文レターの書き方について学習】  



























1. ＜ハンドアウト 1＞大学、語学学校名、住所の情報 
工学部の学生が興味を引き、また認知度が高く、都市部にある教育機関のリスト。 
2. ＜ハンドアウト 2＞手紙用文例 
大学、大学院、語学学校、資料請求用文例をあえて混在して収録している。 








































































topic, main idea, topic sentence, supporting sentences, concluding sentence, 




































































配布されたワークシート 2 に示される学習課題に取り組む。ワークシート 2 では、グループワーク
で資料より 10 の項目について読み取り、内容を記入する様式となっている。 
項目は、1.教育機関の運営形態（公立、私立）、2.立地（都市、田舎、郊外） 3.創立 4.学生数
（学部、院、性別、マイノリティー）、5.出願条件（GPA） 6.出願条件（ＴＯＥＦＬ） 7.学費、 8.宿泊

















3 人はそれぞれ、A 大学について次のような内容に興味を持った。 
a さん「下宿先から A 大学への道のりについて」（空間配列展開法） 
ｂ さん「A 大学への資料請求から入学までのスケジュール」（時間的順序展開法）、 
c さん「A 大学の出願書の書き方」（指示と過程展開法） 
 






1.イントロダクション（3 名のグループ活動）  






次の 3 点に焦点を当てて説明する。第一に下宿先から A 大学への道のり、第二に A 大学への資
料請求から入学までのスケジュール、第三に A 大学の出願書の書き方についてである。」 
2.ボディー（個人活動） 





三に A 大学の出願書の書き方について説明する」となる。 
3. コンクルージョン（3 名のグループ活動） 
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 にはとてもうれしかった。なんでもとりあえず一生懸命やれば、できるということを再認識した。」 
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